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第９回 中札内村景観まちづくり委員会 会議録 

 

日  時  平成２６年８月５日（火） ２０：００～２１：１５ 

場  所  役場庁舎 ２階会議室 

出席委員  金澤和彦、澤田美鈴、片山祐二、北島俊之、望月真理、下埜智加 

欠席委員  小原早苗 

アドバイザー  斉藤浩二 

事 務 局  総務課長 阿部雅行、総務課主査 氏家佑介、総務課主事 毛利晋輔    

 

 

議      事 

 

開  会  20：00 

 

（阿部課長）定刻になりましたので会議を始めます。はじめに会長より挨拶をいただきます。 

 

（会長）本日は会議の前段に、商工会の理事会の場で時間を作っていただき、意見交換会をして 

きました。その中では、景観の施策が街のにぎわいに対してどのような影響を与えるのか 

という声がありました。また、そもそも美しい景観ってなんですかという質問もあったの 

ですが、その場では答えることができませんでした。美しいという感覚は人それぞれだと 

思いますが、そういった感覚的なことをどうやって伝えていくかという課題が見えたと思 

います。そういった課題はありましたが、今回の意見交換会で景観の取組の一歩を踏み出 

せたと思います。これから皆さんで力を合わせて頑張っていきましょう。 

 

（阿部課長）それでは以降の進行については会長にお願いします。 

 

（会長）冒頭の挨拶と重複になりますが、今日の商工会の理事会での意見交換会では様々な層の 

方とお話しできました。ただ、人数が多い場では深い所まで議論できないと感じたところ 

はあります。何らかの目的で集まった場所に出向いて、説明していくことが必要ではない 

でしょうか。 

 

（斉藤アドバイザー）今日は理事の方とお話しをしてきましたが、会員の方とも意見交換をした 

いですね。できるだけ多くの人から意見を伺いたいです。中札内ファーム街道のような団 

体に声をかけて、何かの会合等があるときに時間をもらうというスタンスでいけばいいと 

思います。 

 

（阿部課長）商工会は部会の集まりで説明をするのがいいと思います。農業者が全員集まる場と 

いうのは難しいです。 

 

（委員）実際に全ての農業者が集まるのは難しいのではないでしょうか。 
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（阿部課長）少数の農家が集まる機会はありますが、おそらく取れる時間は３０分程度になるの 

かなと思います。 

 

（会長）そうなると説明会の数を打っていくというということになりそうですね。 

 

（斉藤アドバイザー）大変だとは思いますが、そういったやり方になっていくでしょう。農業者 

の方にはこれからの景観について考えを伺いたいと思っています。時期としては、農繁期 

が終わった１１月下旬頃からになりそうですね。 

 

（阿部課長）西札内方面で景観の取組をされている方がいますので、そこで説明をすれば何か反 

応があるかもしれません。 

 

（斉藤アドバイザー）理想を言えば全ての人に説明することが理想ですが、まずは話を聞いても 

らえる所を見つけて足を運ぶということが必要ですね。商工会長から部会で説明してみて 

はという話もありましたので、間を置かずに次に向かって動いていくべきでしょう。事務 

局には日程等の調整をお願いしたいと思います。 

   ちなみに、中札内ファーム街道は何か集まる機会はあるのでしょうか。 

 

（委員）グルメフォンド等のイベントがあれば集まることはあります。 

 

（会長）役場にパイプ役になってもらい、一度話をしてみましょうか。 

 

（斉藤アドバイザー）話は変わりますが、今年のむらづくり研修会はどのようなテーマで行う予 

定ですか。 

 

（阿部課長）今年は景観をテーマに行う予定です。時期は少し早めようと思ってます。 

 

（会長）去年も景観がテーマでしたが、その時も人は集まっていた印象があります。人が集まっ 

ているのは関心があるということですよね。人を惹きつけるようなタイトルの付け方も重 

要になってくると思います。 

 

（斉藤アドバイザー）やはり、景観について長く取り組んでいる所というのは、経済的にも生き 

残っていくものだと思いますし、説明会ではそのことを伝えていきたいと考えています。 

商工会を皮切りに他団体にもどんどん話をしていきたいですね。 

 

（会長）スケジュール的に厳しくなってこないでしょうか。 

 

 

（斉藤アドバイザー）今年度末にルールを作るというスケジュールは変えていかない方がいいで 
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しょう。説明会用のパンフレットは準備を進めます。それと平行して、噛み砕いたような 

基準案を持っていき、ここの部分はこうしませんかという投げかけをしてみる。説明会と 

平行して具体的なものを示すことで、いい議論になるのではないでしょうか。１１月には 

基準案を作成したいと思います。 

  

（会長）今後の動きをまとめますと、商工会は委員と調整して部会の場で説明。農業者は１１月 

以降に、中札内ファーム街道は役場を通じてコンタクトを取っていきましょう。むらづく 

り研修会は１１月を目安に実施していくということで進めていきたいと思います。 

   それでは次に先進地視察について、事務局からお願いいたします。 

 

－ 氏家主査 資料１について説明 － 

 

（会長）先進地視察については事務局からの説明のとおりです。最後に、今日の委員会を通じて 

委員の皆様から何かありますでしょうか。 

 

（委員）説明会用のパンフレット中にあるアグリツーリズムという言葉はもう少しわかりやすい 

言葉に代えた方がいいと思います。 

 

（委員）観光シーズンに村を訪れる方にはリピーターが多いと感じるので、アンケート等で 

   何度も訪れる理由を聞いてみるのもいいのではないでしょうか。 

 

（委員）景観の施策はみんなが納得できる景観をキープすることが大切だと思います。 

   また、景観の視察の際には、先進地がどうやって住民を説得したり、賛同する仲間を 

増やしたのかを是非聞いてきてほしいです。 

 

（委員）リピーターを狙ったアンケートはいいですね。アンケートをやるにしても、一過性の人 

が多く訪れる場所ではないところでやることに意味があると思います。 

 

（会長）それでは、次回の委員会ですが、１０月２日（木）でお願いします。 

   本日はありがとうございました。 

 

開  会  21：15 

 

 


